
『北

野
天
神
縁
起
』

の
詞
書

の

一
考
察

慈
円
と

の
関
わ
り
を
巡

っ
て

丹

羽

博

之

菅
原
道
真
は
承
和
十
二

(入
四
五
)
年
に
是
善

の
子
と
し

て
生
ま
れ
た
。
菅
原
氏
は
清
公
以
来
歴
代

の
侍
読
を
勤
め
た
家
柄
で
あ
る
。
道
真
も
儒
者
と
し

て
詩
人

と
し

て
、
父
祖

に
恥
じ
な

い
才
能

を
発
揮
し
た
。
宇
多
帝

の
抜
擢
も
あ

っ
て
、
順
調
に
官
位
も
昇
進
し
右
大
臣

に
ま
で
昇

っ
た
。

こ
れ
は
父
祖
に
も
な

い
異
例

の
栄

達

で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
が
、
読
言
に
よ
り
急
転
直
下
、
太
宰
府

に
左
遷

さ
れ
、
失
意

の
日
々
を
送
り
、
望
郷
の
念
を
抱

き

つ
つ
、
延
喜
三

(九
〇
三
)
年
任
地
で
五

十
九
歳

の
生
涯
を
閉
じ
る
。

彼

の
死
後
、
京

で
は
凶
事

が
打
ち
続
く
。
延
喜
九

(九
〇
九
)
年
、
道
真
左
遷

の
中
心
人
物

で
あ
る
左
大
臣
藤
原
時
平

が
三
十
九
歳
で
没
し
た
。
延
長
元

(九
二

三
)
年

に
は
、
時
平

の
妹
穏
子
が
生

ん
だ
皇
太
子
保

明
親
王

が
わ
ず

か
二
十

一
歳

で
没
す
る
。
世
間

で
は

「
菅
帥

の
霊
魂
宿
念
」
と
噂
し
た
。
延
長
三
年
に
は
保
明

親
王

の
子

の
慶
頼
王

が
五
歳
で
没
す

る
。
さ
ち

に
延
長
八
年
六
月
二
十

日
に
は
、
旱
天

の
た
め

の
請
雨

の
会
議
中
に
わ
か
に
雷
鳴
し
、
清
涼
殿
西
南

の
第

一
柱

に
落

雷
。
大
納
言
藤
原
清
貫
ら
四
人

の
廷
臣
が
焼
死
す
る
と

い
う
天
災

も
起

こ
る
。
同
年
九
月
醍
醐
帝
は
退
位
し
、
同
二
十
九
日
に
崩
御
。

こ
の
ほ
か
に

『
日
本
紀
略
』

『
扶
桑
略
記
』
な

ど
に
よ
る
と
、
道
真
没
後
、
旱
越
、
洪
水
、
疫
病
な

ど
の
災
厄

が
相
次

い
で
起

こ

っ
た
事

が
記

さ
れ

て

い
る
。

こ
う
し
た
凶
事

の
原
因

は
菅
原
道

真
公

の
怨
霊

に
よ

る
も

の
と

い
う
考
え

が
広

ま

っ
た
。

そ
の
怨
霊
を
鎮

め
る
た
め
に
、
道
真
を
本
官
右
大
臣

に
復

し
、
正
二
位
を
追
贈
、
北
野
神
社

に
祀
る
な

ど
の

名
誉
回
復
が
行
わ
れ
た
。

怨
霊
信
仰
、
御
霊
信
仰

の
流
れ

の
中

か
ら
天
神
信
仰
が
生

ま
れ
、
徐

々
に
広
が

っ
て
行

っ
た
。
そ

の
流
れ

の
中

で
、
鎌
倉
時
代

に

『
北
野
天
神
縁
起
』
は
成
立
し

い
っ
と
き

た
。
本
稿

で
は

『北
野
天
神
縁
起
』

の
中

の
道
真

が
漢
詩
を

一
時

に
十
首
速
詠
し
た
逸
話

の
詞
書

の
特
徴
を
中
心
に
考
察
を
進

め
る
。

『北
野
天
神
縁
起
』
の
詞
書
の
一
考
察
-l
l
慈
円
と
の
関
わ
り
を
巡
っ
て

(23)



『
北
野
天
神
縁
起
』
の
詞
書
の

一
考
察

慈
円
と
の
関
わ
り
を
巡

っ
て
ー

一
、
漢

詩

一
時

百
首

の
逸

話

『菅
家
文
草
』

(巻
五
)
三
九

一
に
は
次
の
詩
序

が
あ

る

(本
文
は
古
典

大
系
本

に
よ
る
)
。

七
年
暮
春
二
十

六
日
、
予
侍
東
宮
、
有
令

日
、
聞
大
唐
有

】
日
磨
百
首
之
詩
。
今
試
汝
以

一
時
磨
十
首
之
作
。
即
賜
十
事
題
目
、
限
七
言
絶
句
。
予
採
筆
成
之
、

二
刻
成
畢
。
錐
云
几
鄙
、
不
能
焼
却
。
故
存
之
。

(七
年
暮
春

二
十
六
日
、
予
東
宮

に
侍
り
し
と
き
、
令
有
り

て
曰
く
、
聞
く
な
ら
く
、
大
唐

に

一
日
百
首

に
応

ふ
る
の
詩
有
り

と
。
今
試

み
に
汝

一
時
を
以

て

十
首

の
作

に
応

へ
よ
と
。
即
ち
十
事

の
題
目
を
賜
り

て
、
七
言
絶
句
を
限
り
た
ま

ふ
。
予
筆
を
採
り
て
成
す

こ
と
、
二
刻
に
し

て
成
し
畢

は
ん
ぬ
。
凡
鄙
な
り

と
云

ふ
と
も
、
焼
却
す

る
こ
と
能

は
ず
。
故

に
存
す
と

い
ふ
。
)

(24)

こ
の
詩

の
序

に

つ
い
て
、

川
口
久
雄
氏

『菅
家
文
草

菅
家
後
集
』

の
補
注
に
は
、

一
日
百
首

応
令
詩
が
、
唐

に
行
わ
れ
た

こ
と
は
、
李
嬌

の
百
廿
詠
な
ど
で
類
推

で
き
る
が
、

そ
の
作
品
は
未
詳
。
羅
糺
に
比
紅
児
詩
七
絶

は
百
首

が
あ
り
、

和
凝

に
宮
詞

七
絶
百
首
な
ど
あ
る
が
、

こ
れ
ら
が

一
日
に
な

っ
た
と

い
う

こ
と
は
し
る
さ
れ
て

い
な

い
。

む
し
ろ
李

嬌
の
百
廿
詠

は
五
律

で
あ
る
が
毎
詩
、
題

を
換
え

た
と

こ
ろ
の
詠
物
詩

で
あ
る
点

で
、
道
真

の
十
首
詩

・
二
十
首
詩
と
体
式

に
お

い
て
似

て

い
る
。
十
首
詩

は
、
皮
日
休

と
陸
亀
蒙

の
漁
具
十
五
詠
、
樵

人
十
詠
、
酒
中
十
詠
、
茶
具
十
詠
な
ど

の
酬
和

の
連
作
群
を

は
じ
め
、
呉
融

の
即
席
十
韻
や
徐
鉱

の
柳
枝
詞
十
首

の
応
制
詩
な

ど
似

て
い
る
と
い
え
よ
う
。

二

十
首
詩

は
、
劉
禺
錫

の
深
春
二
十
首
七
絶
、
元
積

の
生
春
二
十
首
五
律

な
ど
の
例
が
あ

る
。

詠
物

の
点

で
は
、
唐
太
宗

・
李
嬌

・
董
思
恭

・
徐
鉱
等

の
詠
物
題
と
似

て
お
り
、

こ
と
に
李

嬌
の
百
廿
詠

の
題
と
か
さ
な
り
あ
う
も

の
が
多

い
か
ら
、
必
ず

や
道
真

の
作

に
は
こ
れ
ら
の
投
影

が
あ
ろ
う
。

(以
下
略
)

(注

1
)

 川

口
氏

が
未
詳

と
さ
れ
た
中
国

で
の

一
日
百
首

の
例
は
、
晩
唐

の
孫
発

の
逸
話

で
あ
る

こ
と
が
最
近
わ
か

っ
た
。



寛
平
七
年
暮
春

に
三
九

一
の
詩
序
以
下
十
首

の
速
詠
が
作
ら
れ
た
年

の
初
夏
、
道
真

は
更
に
二
十
首
を
速
詠
し

て
い
る
。
四
〇

一
詩

の
序
に
は

東
宮
寓
直
之
次
、
下
令

日
、
去
春
十
首
、
既
知
急
捷
。
今
取
當
時

二
十
物
重
要
。
某
不
停
滞
郎
來
令
之
後
、
不
敢

固
辞
。
自
酉
二
刻
及
戌

二
刻
、
篇
数
僅
成
。

愼
令
旨
也
。
経
敷
十
日
、
要
寓

一
通
、
近
習
少
年
、
断
失
三
首
。
初
不
立
案
、
無
虜
尋
覚
。

一
十
七
首
、
備
干
實
録
云
余

(東
宮
寓
直

の
次
で
、
令
を
下
し
て
曰
は
く
、
去
る
春

の
十
首
、
既

に
急
捷

な
る

こ
と
を
知

る
。
今
当
時

の
二
十
物
を
取
り
、
重

ね
て
要

む
と
。
某
停
滞
せ
ず

し

て
即
ち
來
令

の
後
、
敢

へ
て
固
辞
せ
ず
。
酉
の
二
刻
よ
り
戌

の
二
刻

に
及
ぶ
ま

で
、
篇
数
僅

か
に
成

れ
り
。
令
旨
を
慎
め
ば
也
。
数
十
日
を
経
て
、

]
通
を

写
さ

む
こ
と
を
要
む
る
に
、
近
習

の
少
年
、
三
首
を
断
ち
失

へ
り
。
初
め
よ
り
案
を
立
て
ず
、
尋
ね
覚

め
む
に
処
無
し
。

一
十
七
首
、
実
録

に
備

ふ
と
云
ふ
こ

と
余
り

と
あ

る
。
川

口
久
雄
氏
は
、
寛
平
七
年

の
お
そ
ら
く
初
夏
四
、
五
月

の
こ
ろ

で
あ

ろ
う

と
さ
れ

る

(大
系
本
)
。
詩
序

に
は
重
ね
て

の
速
詠

の
令
に
答
え
得

た
誇
り

劉

と
そ

の
内

の
三
首
を
紛
失
し
た
こ
と
を
惜
し

む
口
吻

が
感
じ
ら
れ
る
。

一
時
十
首

で
は
二
刻

と
だ
け
で
あ

っ
た
が
、
今
度
は

「
酉

の
二
刻

(午
後
六
時
半
)
よ
り
戌

ー

の
二
刻

(午
後
八
時
半
)

に
及

ぶ
ま

で
」

と
、
詠
ま
れ
た
正
確
な
時
刻

ま
で
記
さ
れ

て

い
る
。
但
し
、
先

の

二

時
L
よ
う
な
制
限
時
間

は
記

さ

れ
て

い
な

い
。

「
風
中
琴
」

「竹
」
「
薔
薇
」
等
と
初
夏
を
思
わ
せ
る
詩
題

で
詠
ま
れ
て
い
る
。

前
掲

『
菅
家
文
草
』
三
九

]
番
詩

の
大
系
本
補
注

に
は
、

『
太
平
記
』

(巻
十
二

・
大
内
造
営
井
び
に
聖
廟

の
御
事
)

に
見
え
る
道
真

の
速
詠

の
逸

話
が
挙
げ
ら
れ

て

い
る
。

『太
平
記
』

の
記
述
は

『北
野
天
神

縁
起
』
と
関
係
が
深

い
。
次
に

『
北
野
天
神
縁
起
』

(承
久
本
)

の
速
詠

の
逸
話

の
箇
所
を
挙
げ
る
。

同
七
年
三
月
廿
二
日
、
延
喜

の
み
か
ど
春
宮
に
て
お
は
し
ま
し
け

る
に
令
旨
を
く

だ
さ
れ
き
。
我
聞
大
唐
國
に

一
日
百
首

の
詩
を
作

た
る
人
あ

り
。
汝
才
智
な

ら

び
な
く
七
歩
が
あ
と
を

た
つ
ね
た
り
。
誠
に

一
時

の
う
ち

に
十
首

の
詩
を
作

て
ん
や
と
て
即
十
事

の
題
目
を
給

て
酉

の
刻
よ
り

い
ぬ
の
時

に
ぞ
作

て
た
て
ま

つ
り

た
ま
ひ
け
る
。

送
春
不
用
動
舟

車

唯
別
残
鶯
与
落
花

『北
野
天
神
縁
起
』

の
詞
書
の

一
考
察
i
I
-慈
円
と
の
関
わ
り
を
巡

っ
て
ー



『北
野
天
神
縁
起
』
の
詞
書

の

一
考
察
l
l
慈
円
と

の
関
わ
り
を
巡

っ
て
1

若
使
詔
光
知
我
意

今
宵
旅
宿
在
詩
家

さ
て

つ
ぎ

の
と
し
か
さ
ね
て
令
旨
を
う
け
た
ま

は
り

て
二
時

の
う
ち

に
廿
首

の
詩
作

て
ま

い
ら

せ
給
け
れ
ば
昔
も
今
も
か

・
る
不
思
議
な
し
と
そ
の

・
し
り
あ

ひ
た
ま

ひ
け

る
。

『菅
家

文
草
』

(三
九

一
)
の
序
に
比
し

て
、
曹
植

の

「
七
歩
之
才
」

の
逸
話

が
付
け
加
え
ら
れ
、

「
汝
才
智
な
ら
び
な
く
」
「
昔
も
今
も
か

・
る
不
思
議
な

し
と

そ
の

、
し
り
あ

ひ
た
ま
ひ
け
る
」

と
道
真
を
持

ち
上
げ
る
筆
遣

い
に
な

っ
て

い
る
。

『北

野
天
神
縁
起
』

の
性
格

と
し

て
は
当
然

の
文
飾

で
あ

ろ
う
。
本
来

『菅
家

文
草
』

の
四
〇

一
番

の
詩
序

に
あ

っ
た
製
作
時

刻
が
三
九

一
番
詩

に
移
動

し
て

い
る
。
「
酉
、
戌
」

の
時

刻
は
正
確

で
あ
る
が
、
よ
り
細
か
な

二
刻

の
表
記

は
略

さ

れ
て

い
る
。

『菅
家
文
草
』

(三
九

一
)

で
は
、
「
一
時

十
首
」

の
条
件

で
あ

っ
た
が
、
実
際

に
は
二
刻

(半
時
)

で
詠

み
終
え
て

い
る
が
、
『
北
野
天
神
縁
起
』
は
最

初

の
条
件
、

一
時

(酉
よ
り

い
ぬ
)

で
十
首
を
詠

ん
だ
こ
と
に
な

っ
て

い
る
。
さ
ら

に

『
北
野
天
神
縁
起
』
は
四
〇

一
番

の
詩

の
時
刻
表
記

と
三
九

一
番
詩

の
速
詠

の
制
限
時
間
を
組

み
合
わ
せ
て
い
る
。

劉

四
〇

一
番

の
詩

は
三
九

一
番

の
詩

と
同
年

の
作

で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
が

(大
系
本
注
)
、

『北
野
天
神
縁
起
』

で
は

「
つ
ぎ

の
と
し
」

と
な

っ
て

い
る
。

ま
た

ー

ふ
た
と
き

日
付
が
三
月
廿
二
日
に
な

っ
て

い
る
の
は
単
純
な
誤
写

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
二
時

の
間

に
二
十
首

と

い
う
記
述

は

『
菅
家
文
草
』

に
は
無

か

っ
た
が
付
け
加
え
ら
れ

て
い
る
。

速
詠
十
首

の
第

一
首
目

の

「
送
春
」

の
七
絶
は
四
句
と
も
全

て

『和
漢
朗
詠
集
』

(巻
上

・
春

・
三
月
尽
)

に
採
ら
れ

る
ほ
ど
の
名
詩

で
あ
る
が
、
『
北
野
天
神
縁

起
』
が

こ
の
詩

の
み
挙
げ
る

の
も
道
真

の
詩
才
を
手
短

に
示
す
意
図
か
ら

で
あ
ろ
う

か
。
な
お
、

こ

の

「
送
春
」

の
詩
は
白
楽
天
の
詩

「
春
末
夏
初
、
閑
遊

江
郭

二

(
注

2
)

首

(其

二
)
」

(O
O
ω
α
)
を
利
用
し
て

い
る
可
能
性

が
あ
る
。

次
に
、

『太
平
記
』

(巻
十
二

・
大
内
造
営
井

び
に
聖
廟

の
御
事
)

の
道
真
の
逸
話
を
挙
げ
る
。

同
じ
き
年

の
三
月
二
十
六
日
に
、
延
喜
帝

い
ま

だ
東
宮

に
て
御
座
あ
り
け
る
が
、
菅

丞
相
を
召
さ
れ

て
、
「
漢
朝

の
李
嬌
は
、

]
夜

に
百
首

の
詩
を
作
り
け

る

と
見
え
た
り
。
丞
相
何
ぞ
そ
の
才
に
し
か
ざ
ら
ん
や
。

一
時

に
十
首

の
詩
を
作
り

て
、
天
覧

に
備

ふ
べ
し
」

と
仰
せ
下
さ
れ
け
れ
ば
、
す
な
は
ち
十
首

の
題
を



賜
り
て
、
半
時

の
内
に
、
十
首

の
詩
を
ぞ
作
ら
せ
玉
ひ
け
る
。
そ

の
詩

に
云
は
く
、

春
を
送
る
に
舟
車
を
動
か
す

こ
と
を
用
ひ
ず

(送
春
不

用
動
舟
車
)

唯

だ
残
鶯

と
落
花

と
に
別
る

(唯
別
残

鴬
与
落
花
)

も
し
詔
光
を
し
て
我
意
を
知

ら
し
め
ば

(若
使
紹
光
知
我
意
)

今
宵

の
旅
宿
は
詩
家

に
在
ら
ん

(今
宵
旅
宿
在
詩
家
)

と

い
ふ
暮
春

の
詩
も
、
そ

の
十
首

の
絶
句

の
内
な
る
べ
し
。

(新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
)

『菅
家
文
草
』

『北
野
天
神
縁
起
』
と
相
違
す

る
の
は

「
漢
朝

の
李
嬌
は
、

一
夜

に
百
首

の
詩
を
作

り
け

る
と
見
え

た
り
。
」

と
百
首
の
詩
人
が
漢
朝

の
李
嬌

に
な

っ
て
い
る

こ
と
と

一
日
百
首

が

一
夜

百
首

に
な

っ
て

い
る

こ
と
で
あ
る
。
中
世

に
流
行
し

た
和
歌

の

「
一
夜
百
首
」

の
影
響

に
よ

っ
て
、
道
真

の
速

詠

の
逸
話
も

吻

「
一
日
百
首
」

か
ら

コ

夜
百
首
L

に
変

え
ら

れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
日
本

に
も

流
伝
し

て

い
た

「李

嬌
百
詠
」
と
結

び
付

い
て

「漢
朝

の
李

嬌

は
、

一
夜
に

ー

百
首

の
詩
」
に
な

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
共

に
中
世

の

『
太
平
記
』

の
享
受
者
に
合
う

よ
う
な
改
変

と
言
え
よ
う
。

『
北
野
天
神
縁
起
』
と
で
は
、

「
酉

の
刻
よ
り
…
…
」

の
時
刻
が
示
さ
れ
ず
、
七
歩

の
才

の
逸
話
も
無
く
、
四
〇

一
番
詩
以
下

の
後
日
談
も
無

い
。

『菅
家
文
草
』

で
は

一
時
を
限

っ
て
詠
む
と

い
う
条
件

に
も
か
か
わ
ら
ず

、
二
刻

の
う
ち

に
で
き

た
事
を
誇
ら
し
げ

に
書
き
留
め
て

い
る
。
『
北
野
天
神
縁
起
』

で
は
酉

の
刻
よ
り

戌

の
時
と
あ
り
、
約

一
時

で
成

っ
た
と
四
〇

一
番
詩

の
詩
序

に
合
わ
せ
て
改
編
さ
れ
て

い
る
。

『
太
平
記
』

で
は
半
時
と
あ
り
、
『菅
家
文
草
』

の
二
刻
を
言

い
換
え

て

い
る
。

そ

の
か
わ
り
、

一
首
目

の

「
送
春
」

の
詩

に
読

み
下
し
文

が
加
え
ら
れ

て
お
り
、
語
り
物
と
し
て

の

『太
平
記
』
の
特
徴
を
示

し
て

い
る
。
し

か
し
、

「
丞
相
何
ぞ
そ
の
才
に
し
か
ざ
ら
ん
や
」
と
道
真
を
称
揚
す

る
点

は
同
じ
で
あ

る
。

ま
た
、

一
時

に
十

首
と
あ

っ
た

の
が
半
時

に
短
縮

さ
れ
、
よ
り
難
度

の
高

い
速

詠
で
あ

っ
た

こ
と
を
吹
聴
し

て
い
る
。

『菅
家
文
草
』

で
は
誇
ら
し
げ
な
筆
致

で
は
あ

る
が
、
当
然
な

が
ら
自
ら
を
称
賛
し
て
は

い
な

い
。

『
北
野

天
神
縁
起
』

『太

平
記
』

で
は
道
真

の
文
才
を
称
え
る
筆
遣

い
に
な

っ
て
お
り
、

そ
の
作
品

の
目
的

に
合

っ
た
文
飾

が
な
さ
れ
て

い
る
。
道
真
自
身
も
誇
り
に
思

っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、

彼

の
詩
才
を
示
す
格
好

の
材
料
と
し
て
、
速
詠

の
逸
話

は
後
世
の
人

々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
。

『
北
野
天
神
縁
起
』

『太
平
記
』

に
採
ら
れ
た
逸
話

は
、
そ
れ
ぞ
れ

の

『北
野
天
神
縁
起
』

の
詞
書

の

一
考
察
ー

慈
円
と
の
関
わ
り
を
巡

っ
て
r



『北
野
天
神
縁
起
』
の
詞
書

の
一
考
察
-

慈
円
と

の
関
わ
り
を
巡

っ
て
ー

作
品
の
性
格
、
時

代

の
好
尚

に
よ

っ
て
多

少

の
文
飾
を
加
え
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て

い
っ
た
。

以
上
三
作

品

の
逸
話

の
異
同
を
表

に
す

る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

『
菅

家
文
草』

『
北
野
天
神
縁
起』

『

太

平

記』

暮
春
廿
六
日

同
七
年
三
月
廿
二
日

同
年
三
月
二
十
六
日

大
唐
一

日
百
首

大
唐
一

日
百
首

漢
朝
李
嬌
一

夜
に
百
首
の
詩

一

時
十
首

一

時
の

う
ち
に
十
首

一

時
の

う
ち
に
十
首

二

刻
で
速
詠

酉
の
刻
よ
り
い
ぬ
の
と
き

半
時
に
十
首
速
詠

七
歩
が
跡

自
酉
二
刻
及
戌
二
刻

酉
の
刻
よ
り
い
ぬ
の

と
き

時
刻
な
し

(
四
〇
一

番
の

序)

さ
ら
に
二

時
に
二
十

首
の

詩

二
時
に
二
十
首
の
詩
の
記
事
な
し
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二
、

『北

野

天
神
縁

起
』

の
詞
書

と
慈

円

『菅
家
文
草
』

『北
野

天
神
縁
起
』

『太
平
記
』

の
道
真

の
速
詠

の
逸
話
を
調

べ
て
行
く
う

ち
に
、
和
歌

の
速
詠

の
名
手
、
慈

円
と

『北
野
天
神

縁
起
』

の
関
係

に

気
づ

い
た
。

す

で
に

『北
野

天
神
縁
起
』

の
詞
書

の
筆
致
が
慈
円

の
影
響
下
に
あ

る
と
す
る
源
豊
宗
氏

の
説

が
あ
る
。

「
北
野
天
神
縁

起
絵
巻

に

つ
い
て
」

(
『新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
』
角

川
書
店

・
一
九
七
七
年
)

に
お

い
て
、
源
豊
宗
氏
は
両
者

の
関
係

に

つ
い
て
次

の
よ
う
な
結



論

を
下

さ
れ
て

い
る
。

愚
管
抄
と
北
野
縁
起
と
は
、

一
は

一
種

の
史
観
を
も

つ
て
記
述
し
た
歴
史
で
む
し
ろ
実
用
的
な
も

の
で
あ
る

の
に
対
し
、
他

は
神
社

の
縁
起
と
し
て

一
種

の
文

芸
的
修
飾
が
要
求
さ
れ
て
い
る
点

に
、
両
者

の
性
格

に
著
し

い
相
違

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
文
体
に
お

い
て
も
、
記
事
内
容
に

つ
い
て
も
、
到
底
別

人

の
手
に
成

つ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
程
類
似
し
て

い
る
の
で
あ

る
。

(同
書

二

北
野
天
神
縁
起
)

ま

た
、

『愚
管
抄
』

と

『北
野
天
神
縁
起
』
と

の
類
似
す
る
箇
所
を
具
体
的

に
挙
げ
て
、

愚
管
抄
と
北
野
縁
起

と
の
間
に
、
記
載

の
内
容
に
同
じ
語
句
、
同
じ
思
考
方
式

が
随
所
に
発
見
さ
れ

る
。

こ
れ
ら
は
単
な
る
偶
然

の

一
致
と

い
う
如
き
関
係

で

は
な

い
。
北
野
天
神
縁
起

の
あ

の
独
自
な
風
格
は
慈
円

の
筆

に
な

っ
た
と

こ
ろ
か
ら
来

て
い
る

の
で
あ
る
。

(同
書

二

北
野
天
神
縁
起
)

と
結
論
づ
け
ら
れ
た
。

『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』

の

「
北
野
天
神
縁
起
」

の
項
に
も

「
『
愚
管
抄
』
と

の
類
似
や
、
九
条

家
擁
護

の
記
事

に
よ

っ
て
、
天
台
座
主
慈
円
を
作
者

に
擬
す

る
説
も
あ
る
.
」
と
あ

る
.

謝

次

に
、
慈
円

の
速
詠

の
才

と
道
真

の
速
詠

の
逸
話
と

の
類
似
点
を
検
討
す
る
。

「
拾
玉
集
」

に
は

一
日
百
首

の
和
歌
が
詠
ま
れ
て

い
る
。

ー

隆
寛

阿
閣
梨

一
日
百
首
よ
み
た
る
と
て
見
せ
し
か
ば
、
や
が
て
よ
ま
む
と
思

ひ
て
、
文
治
六
年
四
月
入
日
午
四
点
未

の
は
じ
め
ば
か
り
に
筆
を

と
り
て
や
が
て

書
付
け
し
程

に
、
さ
る
の
を
は
り
と
り
の
は
じ
め
の
程
に
百
首

か
き
は

て
た
り
し
、
只
二
時

の
程

に
や
、
題
十
首
な
り
、

(以
下
略
)

「
拾
玉
集
」
巻
五

(新
編

『国
歌
大
観
』
)

と
隆
寛

に
刺
激
さ
れ

て

一
日
に
百
首
を
詠
ん
で
い
る
。
道
真

の

一
時
十
首
は
暮
春

の
作
で
あ
り
、
再
び
四
〇

一
番
詩
以
下

の
速
詠
が
な
さ
れ
た
の
は
初
夏
四
、
五
月

の
こ
ろ

で
あ

り

(川

ロ
氏
注
)
、
詠
ま
れ
た
季
節
も

一
致
す

る
。
ま

た

「
自
酉
二
刻
云

々
」
と

「
午
四
点
未

の
は
じ
め
云

々
」

と
細

か
な
創
作
時
間
帯
を
記
す

と

い

う
態
度
も
類
似
す

る
。

隆
寛

が

一
日
百
首
を
思

い
つ
い
た

の
は
、

『菅
家
文
草
』

の
逸
話

に
刺
激
を
受
け
た
か
ら
か
も
知

れ
な

い
。
隆
寛
か
ら

【
日
百
首

の
話

を
聞

い
た

と
き

に
、
慈
円

の
脳
裏

に
は

『菅
家
文
草
』

の
逸
話
も
思

い
出
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
慈
円
は

『
北
野
天
神
縁
起
』

の
詞
書
創
作
に
あ

た

っ
て
、
以
前

か
ら

一
日
百
首

の
和
歌
を

『北
野
天
神
縁
起
』

の
詞
書

の

一
考
察
1
ー

慈
円
と
の
関
わ
り
を
巡

っ
て
ー



『北
野
天
神
縁
起
』
の
詞
書

の

一
考
察

慈
円
と

の
関
わ
り
を
巡

っ
て
ー

詠
ん

で
い
た
親
近
感
か
ら

『
菅
家
文
草
』

の

一
日
百
首

の
逸
話
を
漏
ら
す
事
な
く

『北
野
天
神
縁
起
』

に
収
録
し
た
と
も
考
、丸
ら
れ
る
。

い
っ
と
き

後
に
慈
円

は

一
時
百
首
を
作

っ
て
い
る
が
、

一
時

(今

の
二
時
間
)

に
百
首

の
速
詠
は
道
真

の

「
汝
以

一
時
応
十
首
之
作
」
と
時
間

の
制
約
条
件
は
同
じ

で
あ
る
。

い
っ
と
き

漢
詩

で
は
十
首
、
和
歌

で
は
百
首
と

い
う

の
は
、
和
歌

と
漢
詩

の
創
作

に
要
す
る
時
間

の
相
違

に
よ
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
慈
円

が

一
時

に
百
首
を
速
詠
し
よ
う
と
思

っ
た
背
景

に
道
真

の
逸
話

が
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
。
そ
れ
は

『北
野
天
神
縁
起
』

の
詞
書

の
筆
致

が
慈
円

の
影
響
下

に
あ
る
と
す

る
源
豊
宗
氏

の
説
と
も
符
合
す

る
。こ

の
他
、
『
北
野
天
神
縁
起
』

は
、
慈
円

及
び
天
台
僧

の
手

に
な
る
と

い
う
、
鎌

田
東

二
氏

の
説
も
あ

る

(
「
天
神

と
日
輪
」

『
天
神
伝
説
』
太

陽

ス
ペ
シ

ャ
ル

八
七
年

]
○
月
)
。
ま

た
、
慈
円

の
手

に
成

る

『
愚
管

抄
』

に
は
天
神
信
仰
が
認
め
ら
れ
る
。

「
汝
才
智
な
ら

び
な
く
七
歩
が
あ
と
を
た
つ
ね
た
り
」
と

『
北
野
天
神
縁
起
』
は

『
菅
家
文
草
』

に
は
無

い
曹
植

の
故
事
を
入
れ
て
道
真
を
称
揚
し
て

い
る
が
、

慈

円

の

「
拾
玉
集

」
に
も

「
七
歩

の
才
」
を
詠
ん
だ
歌

が
あ
る
。

文
治
六

(
一
一
九
〇
)
年
四
月
八
日
に
慈
円
は

一
日
百
首
を
詠
ん
だ
あ
と
、
そ
の
成

立
事
情
を
漢

文

の
蹟

に
手
短

に
記
し
た
後
、
次

の
歌
を
添

え
て

い
る
。
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か
ら
く

に
に
な
な
あ
ゆ
み
せ
し
た
ぐ

ひ
と
や
み
と
き

に
た
ら
で
ち
ら
す

こ
と

の
は

(
「拾
玉
集
」
巻

一
.
一
〇
〇
三
)

一
日
百
首

の
速
詠
に
関
し
て
共
に
七
歩

の
才
を
持
ち
出
し
て

い
る
。
曹
植
の
故
事

は
人
口
に
膳
表

し
て
お
り
、
慈
円
な
ら
ず

と
も
用

い
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、

他

の
情
況
証
拠
と
併
せ
考
え
た
場
合
、
そ

こ
に
慈
円
と

『
北
野
天
神
縁
起
』
と
を
結

ぶ
細

い
糸

の
様
な
も

の
を
感
じ

る
。

文
治

六
年

は
建
久
に
改
元
さ
れ
る
が
、
『
北
野
天
神
縁
起
』

の
根
幹
本
文
と
さ
れ
る

「
承
久
本
」

の
巻
末

の
奥

書

は

「
建
久
五

(
=

九
四
)
年
十
月

廿
四
日
書

写
了
」

と
あ
り
、
慈
円

の

一
日
百
首

の
時
期
と
極

め
て
近

い
。

一
時
百
首
も
建
久
元
年

に
詠
ま
れ
る
。
隆
寛

が

一
日
百
首
を
語

っ
た
の
に
加
え
て
、
道
真

の

一
時
十

首

の
速
詠

及
び
大
唐

一
日
百
首

の
逸
話
も
知

っ
て

い
た
上

で
、
慈
円

の

]
日
百
首
は
詠
ま
れ
た
の
で
は
な

い
か
。
さ
ら

に
発
展
し
て
、
道
真

の

一
時
十
首

の
応
用
と

し
て
慈
円

の

一
時

百
首

が
そ

の
年

の
内

に
詠
ま
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
速
詠
を
得
意

と
し
た
慈
円
が
道
真

の
速
詠
に
共
感
を
覚
え
た
で
あ
ろ
う
事
は
想
像

に
難
く
な

い
。
そ
う
し

た
性
格

の
慈
円
か
ら
考
え

て
、
も

し

『
北
野
天
神
縁
起
』

の
草
稿
な
り
で
も
考
え
る
と
し

た
ち
、

】
時
十
詠

の
逸
話
は
必
ず

や
採
り
入
れ
た
で
あ
ろ
う
。



ま
た
、
慈
円

は
承
久
元

(
一
二

一
九
)
年

に

「
北
野
社
法
楽
和
歌
」
を
奉
納
し

て
い
る
が
、

こ
れ
も
彼

の
道
真
敬
慕

の
表
れ
と
見
る
こ
と

が
で
き
よ
う
。

先

に
も
触

れ
た
が
源
豊
宗
氏
は

『北
野
天
神
縁
起
』
と
慈
円

の
関
係
を
考
証
さ
れ
た
。
今
回

の
考
察

で
源
豊
宗
氏

の
考
証

に
加
え
て
、
両
者

に
は
更
に
次

の
類
似

点
が
挙
げ
ら
れ

る
。

①

慈
円

は

一
日
百
首
、

一
時
百
首
な
ど
速
詠

の
才
に
あ

ふ
れ
、
速
詠

に
関

心
を
抱

い
て

い
た
。
ま
た
、
道
真

の
速
詠

の
逸
話

の
季
節
と
慈
円

の

一
日
百
首

の
詠

ま
れ
た
季
節

は
ほ
ぼ

一
致
す

る
。
ま
た
、
詠
ま
れ
た
時
刻
表
記
が
類
似
し
、
創
作
時
間
を
正
確

に
記
そ
う
と
す

る
態
度
が

一
致
す
る
。

②

慈
円

の

一
時
百
首

は
時
間

の
制
約
で
も

『菅
家
文
草
』

の

一
時
十
首
と

一
致
す
る
。

③

七
歩

の
才

の
逸
話

が
両
者

に
共
通
し

て
利
用
さ
れ
て

い
る
。

④

慈
円

の

一
日
百
首
、

一
時
百
首
速
詠

の
時
期
と

『
北
野
天
神
縁
起
』

の
根
幹
本
と
さ
れ
る
承
久
本

の
成
立

の
時
期

が
近

い
。

こ
れ
ら

の
類
似
点
は
情
況
証
拠
で
し
か
な
く
、
決
定
的
な
も

の
で
は
な

い
。
時
刻
表
記

の
類
似

は

『拾
遺
愚
草
』
に
も
見
ら
れ
、
慈
円
が

『菅
家

文
草
』
を
参
考

に
し

た
確
実
な
証
拠
に
は
な
ら
な

い
。
ま
た
、
七
歩

の
才

の
逸
話

の
利
用
も
慈
円
に
限
ら
ず
、
広
く
巷
間
で
語
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
先
学

の
論

に
加
え

て
今
回
考
察
し
た
数
多
く

の
類
似
点

は
、
慈

円
と

『
北
野
天
神
縁
起
』

の
関
係
を
暗
示
し

て
い
る
よ
う

に
思
う
。

道
真
自
身
も
誇
り
に
思

っ
た
よ
う

で
あ
る
が
、
速
詠

の
逸
話
は
彼

の
詩
才
を
示
す
格
好

の
材
料
と
し
て
、
後
世
の
人

々
に
受
け
入
れ
ち
れ
た
。
『
北

野
天
神
縁
起
』

『
太
平
記
』
に
採
ら
れ
た
逸
話
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
作
品

の
性
格
、
時
代

の
好

尚
に
よ

っ
て
多
少

の
文
飾
を
加
え
ら
れ
、
受
け
継

が
れ
て

い
っ
た
。
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『北
野
天
神
縁
起
』

の
詞
書
の

一
考
察
-

慈
円
と

の
関
わ
り
を
巡

っ
て
ー



『北
野
天
神
縁
起
』

の
詞
書

の

一
考
察
-

慈
円
と
の
関
わ
り
を
巡

っ
て

注

注

1

拙
稿

「
『菅
家

文
草
』

注
2

注

1
に
同

じ
。

(巻
五

・
三
九

一
)

の
漢
詩

一
日
百
首

の
逸
話
を
巡

っ
て
L

『菅
原
道
真
論
集
』
勉

誠
出

版

〇
三
年
三
月
刊
行
予
定
)
。

後
記

『菅
家
文
草
』

に
見
え
る

「
大
唐

一
日
百
首
」

の
逸
話

は

『
全
唐
詩
』
所
収

の
方
干
、
皮
日
休

の
詩
集

や

『中

呉
紀
聞
』

な
ど
か
ら
、
晩
唐

の
詩

人
孫

発
に
ま

つ
わ
る
話

で
あ

る
こ
と
が
判
明
し

た
。
孫
発

の
逸
話

と

『菅
家

文
草
』

の
速
詠

の
逸
話

に

つ
い
て
は
別
稿

(注
1
)
で
論

じ
た
。

ま
た
、
白
楽

天
は
百
首

の
詩
に
よ

っ
て
己

が
文
才
を
示
し
、

世
に
出
よ
う

と
し
た

こ
と
が
あ
る
。

白
楽

天
や
孫

発

の
百
首

の
詩

に
想
を
得

て
、
平
安
中
期

の
異
色

の
歌

人
曾
禰

好
忠

は
百
首
歌
を
創
始

し
た

の
で
は
な

い
か
と
考
察
し
た

(「
『
好
忠
百
首
』
と

『漢
詩

百
首
』
」

『
古
代
中
世
和
歌

文
学

の
研
究
』
和
泉
書
院

〇
三
年

二
月
)
。

『菅
家
文
草
』

の
速
詠

の
逸
話
を
唐
詩

に
例
を
求
め
、
そ

の
副
産
物
と
し
て
本
稿

に
述

べ
た
よ
う
な
慈
円

と

『北
野
天
神
縁
起
』

の
関
係

に
も
言
及
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
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